
    
    

    
    

◎売れた理由◎売れた理由◎売れた理由◎売れた理由    

さわやかな甘い香りがある。夏に咲く草原の花をイメージさせる。品名の響きが良い。さわやかな甘い香りがある。夏に咲く草原の花をイメージさせる。品名の響きが良い。さわやかな甘い香りがある。夏に咲く草原の花をイメージさせる。品名の響きが良い。さわやかな甘い香りがある。夏に咲く草原の花をイメージさせる。品名の響きが良い。    

◎栽培管理◎栽培管理◎栽培管理◎栽培管理    

・・・・今年伸びた枝が硬くなる今年伸びた枝が硬くなる今年伸びた枝が硬くなる今年伸びた枝が硬くなる 9999 月下旬頃に月下旬頃に月下旬頃に月下旬頃に 5cm5cm5cm5cm位位位位ににににカットする。下葉を１カットする。下葉を１カットする。下葉を１カットする。下葉を１////２取り除く。２取り除く。２取り除く。２取り除く。    

柔らかい新芽の部分は、蒸散性が強いのでカットする。育苗箱に鹿沼土を入柔らかい新芽の部分は、蒸散性が強いのでカットする。育苗箱に鹿沼土を入柔らかい新芽の部分は、蒸散性が強いのでカットする。育苗箱に鹿沼土を入柔らかい新芽の部分は、蒸散性が強いのでカットする。育苗箱に鹿沼土を入

れ、素早く挿す。れ、素早く挿す。れ、素早く挿す。れ、素早く挿す。（しおれやすい）（しおれやすい）（しおれやすい）（しおれやすい）    

1111 箱箱箱箱 200200200200 本位挿せる。本位挿せる。本位挿せる。本位挿せる。1111 ｹ月ほど半日陰に置き、乾燥させないようにする。水ｹ月ほど半日陰に置き、乾燥させないようにする。水ｹ月ほど半日陰に置き、乾燥させないようにする。水ｹ月ほど半日陰に置き、乾燥させないようにする。水

をやりすぎるとカビや苔が出るので注意！！をやりすぎるとカビや苔が出るので注意！！をやりすぎるとカビや苔が出るので注意！！をやりすぎるとカビや苔が出るので注意！！    

・・・・四月上旬頃まで四月上旬頃まで四月上旬頃まで四月上旬頃まで 5555℃℃℃℃以上のハウス内に置き、以上のハウス内に置き、以上のハウス内に置き、以上のハウス内に置き、8cm8cm8cm8cm 位伸びてきたら位伸びてきたら位伸びてきたら位伸びてきたら 3333 寸ポッ寸ポッ寸ポッ寸ポッ

トに仮植するトに仮植するトに仮植するトに仮植する。。。。5555 月に入ると気温の上昇とともに急成長し花も付いてくる。月に入ると気温の上昇とともに急成長し花も付いてくる。月に入ると気温の上昇とともに急成長し花も付いてくる。月に入ると気温の上昇とともに急成長し花も付いてくる。    

20cm20cm20cm20cm になったら、になったら、になったら、になったら、4.54.54.54.5 寸鉢に定植する。寸鉢に定植する。寸鉢に定植する。寸鉢に定植する。7777 月には月には月には月には 30cm30cm30cm30cm になり花付きもよになり花付きもよになり花付きもよになり花付きもよ

くなるので出荷できる。残った鉢は、根詰まりしてくるので、くなるので出荷できる。残った鉢は、根詰まりしてくるので、くなるので出荷できる。残った鉢は、根詰まりしてくるので、くなるので出荷できる。残った鉢は、根詰まりしてくるので、8888 月頃に８寸鉢月頃に８寸鉢月頃に８寸鉢月頃に８寸鉢

に植え替える。に植え替える。に植え替える。に植え替える。9999 月には大株となり人気商品となる。月には大株となり人気商品となる。月には大株となり人気商品となる。月には大株となり人気商品となる。    

・用土は、赤玉土・用土は、赤玉土・用土は、赤玉土・用土は、赤玉土((((小粒小粒小粒小粒))))２，赤玉土２，赤玉土２，赤玉土２，赤玉土((((中粒中粒中粒中粒))))１，砂２，ﾋﾟｰﾄﾓｽ３，腐葉土１、ﾊﾟｰﾗｲﾄ１，砂２，ﾋﾟｰﾄﾓｽ３，腐葉土１、ﾊﾟｰﾗｲﾄ１，砂２，ﾋﾟｰﾄﾓｽ３，腐葉土１、ﾊﾟｰﾗｲﾄ１，砂２，ﾋﾟｰﾄﾓｽ３，腐葉土１、ﾊﾟｰﾗｲﾄ 0.50.50.50.5、くん炭、くん炭、くん炭、くん炭 0.50.50.50.5、、、、

石灰石灰石灰石灰 0.050.050.050.05、、、、中日本有機入化成中日本有機入化成中日本有機入化成中日本有機入化成 30303030 号号号号(10(10(10(10----10101010----10)0.0510)0.0510)0.0510)0.05、ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤少々、ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤少々、ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤少々、ｵﾙﾄﾗﾝ粒剤少々((((ｱﾌﾞﾗﾑｼ防除ｱﾌﾞﾗﾑｼ防除ｱﾌﾞﾗﾑｼ防除ｱﾌﾞﾗﾑｼ防除))))    

・薬剤防除は、ｱﾌﾞﾗﾑｼ、ｱｵﾑｼ・薬剤防除は、ｱﾌﾞﾗﾑｼ、ｱｵﾑｼ・薬剤防除は、ｱﾌﾞﾗﾑｼ、ｱｵﾑｼ・薬剤防除は、ｱﾌﾞﾗﾑｼ、ｱｵﾑｼなどなどなどなどがつきがつきがつきがつきやすいので、ｱｸﾀﾗやすいので、ｱｸﾀﾗやすいので、ｱｸﾀﾗやすいので、ｱｸﾀﾗ顆粒水和剤顆粒水和剤顆粒水和剤顆粒水和剤、スミチオン、スミチオン、スミチオン、スミチオン乳剤乳剤乳剤乳剤を散布してを散布してを散布してを散布して

いる。いる。いる。いる。    

野菜の作業野菜の作業野菜の作業野菜の作業    

種種種種まきまきまきまき    
定植定植定植定植    

（植付け）（植付け）（植付け）（植付け）    
栽栽栽栽    培培培培    のののの    ポポポポ    イイイイ    ンンンン    トトトト    

・スイカ・スイカ・スイカ・スイカ    

・ナス・ナス・ナス・ナス    

・サツマイモ・サツマイモ・サツマイモ・サツマイモ    

・オクラ・オクラ・オクラ・オクラ    

・ゴーヤ・ゴーヤ・ゴーヤ・ゴーヤ    

・アスパラ・アスパラ・アスパラ・アスパラ    

・ニラ・ニラ・ニラ・ニラ        等等等等 

収収収収    穫穫穫穫    

・ホウレンソウ・ホウレンソウ・ホウレンソウ・ホウレンソウ    

・コマツナ・コマツナ・コマツナ・コマツナ    

・チンゲンサイ・チンゲンサイ・チンゲンサイ・チンゲンサイ    

・ダイコン・ダイコン・ダイコン・ダイコン    

・カブ・カブ・カブ・カブ    

・スイートコーン・スイートコーン・スイートコーン・スイートコーン    

・ニンジン・ニンジン・ニンジン・ニンジン    

・・・・シロウリシロウリシロウリシロウリ    

・セルリー・セルリー・セルリー・セルリー    

などなどなどなど    
・タマネギタマネギタマネギタマネギ    

・ニンニク・ニンニク・ニンニク・ニンニク    

・シュンギク・シュンギク・シュンギク・シュンギク    

・キュウリ・キュウリ・キュウリ・キュウリ    

・ニラ・ニラ・ニラ・ニラ    

・・・・ｻﾔｴﾝﾄﾞｳｻﾔｴﾝﾄﾞｳｻﾔｴﾝﾄﾞｳｻﾔｴﾝﾄﾞｳ    

・ラッキョウ・ラッキョウ・ラッキョウ・ラッキョウ    

などなどなどなど 

【【【【カボチャカボチャカボチャカボチャの仕立て】の仕立て】の仕立て】の仕立て】                                                                        

 

    

 

親つると勢いのよい子づるを２ 

本残して伸ばし、その他のわき芽 

は摘除する。 

親づるは7～10節に、子づるは5～7節に雌花が付き,その後3～5節ごとに

雌花が咲く。草勢が極端に弱い場合を除き、全て交配させる。側枝の整理は、

親づる、子づるとも、2番果が着果するまでの間の側枝はすべて取り除く。

その後の側枝は放任してもよい。3本の主枝は２０節くらいのところで芯を

とめる。空いているハウスのパイプなどに絡ませて立ち栽培をしても面白

い。 

    

丸子農産物直売加工センター（あさつゆ）栽培情報 

まきどき・植えどき・収穫どき 

どきどき情報６月 

 

NONONONO....44446666    
200200200200７年７年７年７年    

６６６６月月月月 1111 日発日発日発日発行行行行    

 

生産者情報コーナー生産者情報コーナー生産者情報コーナー生産者情報コーナー    

組合員の皆さんの実践例を載せ、参考にしていただくコーナーです。組合員の皆さんの実践例を載せ、参考にしていただくコーナーです。組合員の皆さんの実践例を載せ、参考にしていただくコーナーです。組合員の皆さんの実践例を載せ、参考にしていただくコーナーです。今回は、今回は、今回は、今回は、43434343 号にひきつづき、号にひきつづき、号にひきつづき、号にひきつづき、あさあさあさあさ

つゆに鉢花などを出荷している委託会員の手塚さんの栽培記録つゆに鉢花などを出荷している委託会員の手塚さんの栽培記録つゆに鉢花などを出荷している委託会員の手塚さんの栽培記録つゆに鉢花などを出荷している委託会員の手塚さんの栽培記録の中からラベンダーの中からラベンダーの中からラベンダーの中からラベンダーをご紹介します。をご紹介します。をご紹介します。をご紹介します。    



質問コーナー  
果菜類の栄養状態はどのようして見たらよいか教えてください。 
 

●作ってみては？●作ってみては？●作ってみては？●作ってみては？（（（（～バラエティーに富んだ品揃えのために～）～バラエティーに富んだ品揃えのために～）～バラエティーに富んだ品揃えのために～）～バラエティーに富んだ品揃えのために～）                    NO.NO.NO.NO.３３３３    

                                                                                                    

    

    

    

                        

            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

まるまるまるまる    

＜＜＜＜草勢草勢草勢草勢を弱らせずに維持するにはを弱らせずに維持するにはを弱らせずに維持するにはを弱らせずに維持するには＞＞＞＞        

●トマト●トマト●トマト●トマト        

摘果する（１、摘果する（１、摘果する（１、摘果する（１、2222 段果房は３果、以降４果を基本）、３段開花期に窒素成分で３ｋｇ段果房は３果、以降４果を基本）、３段開花期に窒素成分で３ｋｇ段果房は３果、以降４果を基本）、３段開花期に窒素成分で３ｋｇ段果房は３果、以降４果を基本）、３段開花期に窒素成分で３ｋｇ/10a/10a/10a/10a、以降、以降、以降、以降 2222

段進むごとに同量の追肥を行なう。（液肥の場合は段進むごとに同量の追肥を行なう。（液肥の場合は段進むごとに同量の追肥を行なう。（液肥の場合は段進むごとに同量の追肥を行なう。（液肥の場合は NNNN 成分で１ｋｇ）成分で１ｋｇ）成分で１ｋｇ）成分で１ｋｇ）    

●ナス、●ナス、●ナス、●ナス、ピーマンピーマンピーマンピーマン    

1111 番果の収穫時に窒素成分で３ｋｇ番果の収穫時に窒素成分で３ｋｇ番果の収穫時に窒素成分で３ｋｇ番果の収穫時に窒素成分で３ｋｇ/10a,/10a,/10a,/10a,その後は草勢をみながら１０～その後は草勢をみながら１０～その後は草勢をみながら１０～その後は草勢をみながら１０～14141414 日間隔で追肥する。日間隔で追肥する。日間隔で追肥する。日間隔で追肥する。

内側の枝内側の枝内側の枝内側の枝や古い葉などは摘除する。果実が余り大きくならないうちに収穫する。少量・多潅水で、や古い葉などは摘除する。果実が余り大きくならないうちに収穫する。少量・多潅水で、や古い葉などは摘除する。果実が余り大きくならないうちに収穫する。少量・多潅水で、や古い葉などは摘除する。果実が余り大きくならないうちに収穫する。少量・多潅水で、

敷きワラなどで敷きワラなどで敷きワラなどで敷きワラなどで土壌水分を一定に保つ。土壌水分を一定に保つ。土壌水分を一定に保つ。土壌水分を一定に保つ。    

                                                                                                            
 

 

品   目 栽培のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

スイスチャードスイスチャードスイスチャードスイスチャード     

(品種：品種：品種：品種：アイデアルアイデアルアイデアルアイデアル)    

葉の軸が赤、白、黄色、中間色にも分かれる西洋ふだん草。（アカザ科）菜類が不足する

夏にも収穫でき、ビタミンＡ、ミネラルが豊富で風味がある。酸性土に非常に弱いので、

タネまきの 2 週間ほど前に 10 ㎡当たり苦土石灰 1～2kｇを施す。タネまきの 1 週間ほど

前に完熟堆肥 20kg と有機配合肥料 600g 位を施す｡条間 20～30cm のスジまき、あるいは

バラまきし、発芽後込んだところを間引いて、本葉が 2～3 枚の頃に株間を 15～20cm と

する。タネを一晩流水に漬けてまくと発芽がそろう。発芽後は水をやや控え、乾燥気味

に管理し、5～10cm 程度の若い葉を収穫する。葉柄の色のバラエティを生かして、幼苗

期（5～7cm）のものはベビーサラダ用、おひたし、あえ物、油いためにもよい。老化し

た葉はアクが強く、繊維もかたくなり、品質が落ちる。高温、低温につよい。播き時 5

～８月             （サカタのタネ資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

芽キャベツ芽キャベツ芽キャベツ芽キャベツ    

128穴のセルトレーに 2 粒ずつまき、タネが隠れるほどの土をかぶせ、たっぷり

と水やりし育苗する。植えつけ 1 週間ほど前に、10㎡当り完熟堆肥約 20kg野菜

化成を約 1kg施し、本葉が 3～4枚になったころ、畦幅 60～70cm、株間 30～40cm

に定植する。夏の高温には弱いので、敷きワラをして、乾燥を防ぐ。生育期間が

長いので、定植３０日ころから追肥用の肥料を 200g 程度３～4 回施す。下の球

が太り始めたら芯を止め、上 4分の 1の葉を残して葉を切り落とす。株元のわき

芽や締まりの悪い球も取り除いておき、よくふくらみ、しまりのよい球を下の方

から順にかき取って収穫する。無加温ハウスやトンネルで収穫期間を延長出来

る。アブラムシの寄生が多いので防除を徹底する。 播き時 5～６月 

あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先あさつゆ連絡先    電話：電話：電話：電話：FAXFAXFAXFAX    ４１－１０６２４１－１０６２４１－１０６２４１－１０６２    技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター技術事項作成協力：上小農業改良普及センター    

地域生活係地域生活係地域生活係地域生活係    櫻井普及員櫻井普及員櫻井普及員櫻井普及員（℡２５－７１５（℡２５－７１５（℡２５－７１５（℡２５－７１５６６６６））））    


